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◎ 宮崎県における事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例（条例第28号）

１ 改正の理由及び主な内容

知事の権限に属する事務のうち、医療法に基づく病院等の情報の報告の受理等について宮崎市に移譲するため、また、一般

社団法人及び一般財団法人に関する法律等の施行に伴い、所要の改正を行うこととしました。

２ 施行期日

この条例は、一部の規定を除き、公布の日から施行することとしました。

◎ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例（条例第29号）

１ 制定の理由及び主な内容

新公益法人制度について定めた一般社団法人及び一般財団法人に関する法律等が平成20年12月１日に施行されることに伴い、

関係条例の規定の整備を行うこととしました。

２ 施行期日等

この条例は、平成20年12月１日から施行することとしました。

なお、この条例の施行に伴う所要の経過措置を定めました。

◎ 使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例（条例第30号）

１ 改正の理由及び主な内容

保健師助産師看護師法の改正に伴う准看護師再教育研修等に係る手数料の新設等を行うため、所要の改正を行うこととしま

した。

２ 施行期日

この条例は、公布の日から施行することとしました。

◎ 宮崎県税条例の一部を改正する条例（条例第31号）

１ 改正の理由及び主な内容

地方税法等の一部を改正する法律及び地方法人特別税等に関する暫定措置法の施行に伴い、所要の改正を行うこととしまし

た。

２ 施行期日等

この条例は、一部の規定を除き、公布の日から施行することとしました。また、公布の日から施行する部分は、平成20年10

月１日から適用することとしました。

なお、法人事業税に係る事業年度の開始時期等について経過措置を定めました。

◎ 食品衛生法施行条例の一部を改正する条例（条例第32号）

本号で公布された条例のあらま本号で公布された条例のあらましし
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宮 崎 県 に お け る 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 年 十 月 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 二 十 八 号

宮 崎 県 に お け る 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 宮 崎 県 に お け る 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 十 の 項 中 を と し 、 同 項 中 「 就 任 」 を 「 就 職 」 に 改 め 、 同 項 中 を と し 、28 29 27 27 28

を と し 、 を と し 、 及 び を 削 り 、 を と し 、 を と し 、 同 項 中 「 第 五26 27 25 26 23 24 22 25 21 24 20

十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 決 算 」 を 「 第 五 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 事 業 報 告 書 等 及 び

監 査 報 告 書 」 に 改 め 、 同 項 中 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を20 23 19 22 18 21 17 20 16

１ 改正の理由及び主な内容

食品等による健康被害及び食品衛生法違反に関する情報を迅速に収集する体制を整備するため、所要の改正を行うこととし

ました。

２ 施行期日

この条例は、公布の日から施行することとしました。

◎ 宮崎県独立行政法人緑資源機構事業特別徴収金徴収条例の一部を改正する条例（条例第33号）

１ 改正の理由及び主な内容

独立行政法人緑資源機構が解散し、その業務を独立行政法人森林総合研究所が承継することに伴い、所要の改正を行うこと

としました。

２ 施行期日

この条例は、公布の日から施行することとしました。

◎ 教育関係の公の施設に関する条例の一部を改正する条例（条例第34号）

１ 改正の理由及び主な内容

県立日南振徳高等学校の新設並びに県立日南工業高等学校、県立日南農林高等学校及び県立日南振徳商業高等学校の閉校に

伴い、所要の改正を行うこととしました。

２ 施行期日

この条例は、平成23年４月１日から施行することとしました。ただし、県立日南振徳高等学校を追加する部分は、平成21年

１月１日から施行することとしました。

◎ 警察関係使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例（条例第35号）

１ 改正の理由及び主な内容

電磁的方法による記録が行われた運転免許証の交付が開始されることに伴い、関係する手数料の額を変更することとしまし

た。

２ 施行期日

この条例は、平成21年１月４日から施行することとしました。

条条 例例
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と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 同 項 中 「19 15 18 14 17 13 16 12 15 11 14 10

第 十 二 条 の 二 」 を 「 第 十 二 条 の 二 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 中 を と し 、 ９ を と し 、 ８10 13 12

を と し 、 ７ を と し 、 ６ を ９ と し 、 ５ を ８ と し 、 ４ を ７ と し 、 ３ を ６ と し 、 ２ を ５ と11 10

し 、 ５ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

２ 第 六 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ る 病 院 等 の 情 報 の 報 告 の 受 理

に 関 す る こ と 。

３ 第 六 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ る 病 院 等 の 情 報 の 変 更 の 報 告

の 受 理 に 関 す る こ と 。

４ 第 六 条 の 三 第 六 項 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収 又 は 是 正 命 令 に

関 す る こ と 。

別 表 十 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

十 の 二 良 質 な 医 療 を 提 供 す る 体 制 の 確 立 を 図 る た め の 医 療 法 等 宮 崎 市

の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 八 十 四 号 ） 附 則 第 十

条 第 二 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る こ と と さ れ る 同 法

に よ る 改 正 前 の 医 療 法 に よ る 医 療 法 人 に 関 す る 次 の 事 務

１ 第 五 十 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 残 余 財 産 の 処 分 認 可 の 申 請

の 受 理 に 関 す る こ と 。

２ 第 五 十 六 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 財 産 の 帰 属 認 可 の 申 請 の 受

理 に 関 す る こ と 。

別 表 十 一 の 項 １ 中 「 第 三 条 の 二 」 を 「 第 三 条 の 三 」 に 改 め 、 同 項 ７ 中 「 第 五 条 の 八 」

を 「 第 五 条 の 十 三 」 に 改 め 、 同 項 中 ７ を ８ と し 、 同 項 ６ 中 「 第 五 条 の 七 」 を 「 第 五 条 の

十 二 」 に 改 め 、 同 項 中 ６ を ７ と し 、 ７ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

６ 第 五 条 の 五 の 規 定 に よ る 社 会 医 療 法 人 に 係 る 認 定 の 申 請 の

受 理 に 関 す る こ と 。

第 二 条 宮 崎 県 に お け る 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 一 の 九 の 項 中 及 び を 削 り 、 を と し 、 ９ を と し 、 ８ を と し 、 ７ を ９ と11 12 10 12 11 10
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し 、 ６ を ８ と し 、 ５ を ７ と し 、 ７ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

５ 第 十 七 条 の 三 の 規 定 に よ る 選 任 に 関 す る こ と 。

６ 第 十 七 条 の 四 の 規 定 に よ る 選 任 に 関 す る こ と 。

別 表 一 の 九 の 項 中 及 び を 削 り 、 を と し 、 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。17 18 16 18 18

第 三 十 二 条 の 三 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。17

別 表 一 の 九 の 項 中 を と し 、 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。15 16 16

第 三 十 一 条 の 八 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。15

別 表 六 の 五 の 項 中 を 削 り 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、23 22 23 21 22 20 21 19 20 18

を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と19 17 18 16 17 15 16 14 15 13 14 12 13

し 、 を と し 、 を と し 、 ９ を と し 、 ８ を ９ と し 、 ７ を ８ と し 、 ６ を ７ と し 、 ５11 12 10 11 10

を ６ と し 、 ４ を ５ と し 、 ３ を ４ と し 、 ２ を ３ と し 、 １ を ２ と し 、 ２ の 前 に 次 の よ う に 加

え る 。
１ 第 九 十 九 条 の 十 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

別 表 十 の 項 中 を 削 り 、 同 項 中 「 第 五 十 五 条 第 五 項 」 を 「 第 五 十 五 条 第 八 項 」 に 改26 25

め 、 同 項 中 を と し 、 同 項 中 「 第 五 十 五 条 第 三 項 」 を 「 第 五 十 五 条 第 六 項 」 に 改 め 、25 26 24

同 項 中 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 の 前 に 次 の24 25 23 24 22 23 21 22 20 21 21

よ う に 加 え る 。

第 四 十 六 条 の 四 第 六 項 の 規 定 に よ る 特 別 代 理 人 の 選 任 の 請20
求 の 受 理 に 関 す る こ と 。

別 表 十 の 項 中 を 削 り 、 同 項 中 「 第 六 十 八 条 に お い て 準 用 す る 民 法 第 七 十 七 条 第 二27 28

項 」 を 「 第 五 十 六 条 の 六 」 に 改 め 、 同 項 中 を と し 、 同 項 中 「 第 六 十 八 条 に お い て28 27 29

準 用 す る 民 法 第 八 十 三 条 」 を 「 第 五 十 六 条 の 十 一 」 に 改 め 、 同 項 中 を と し 、 の 次29 28 28

に 次 の よ う に 加 え る 。

第 五 十 七 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 合 併 認 可 の 申 請 の 受 理 に 関29
す る こ と 。

別 表 十 九 の 四 の 項 中 を 削 り 、 同 項 中 「 第 六 十 八 条 第 二 項 」 を 「 第 六 十 八 条 第 四 項 」42 41
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に 改 め 、 同 項 中 を と し 、 同 項 中 「 第 六 十 八 条 第 二 項 」 を 「 第 六 十 八 条 第 四 項 」 に41 42 40

改 め 、 同 項 中 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を40 41 39 40 38 39 37 38 36 37 35 36

と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、34 35 33 34 32 33 31 32 30 31 29 30

を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を28 29 27 28 26 27 25 26 24 25 23 24 22 23

と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、21 22 20 21 19 20 18 19 17 18 16 17

を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 を と し 、 ９ を15 16 14 15 13 14 12 13 11 12 10 11 10

と し 、 ８ を ９ と し 、 ７ を ８ と し 、 ６ を ７ と し 、 ５ を ６ と し 、 ４ を ５ と し 、 ３ を ４ と し 、

２ を ３ と し 、 １ を ２ と し 、 ２ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

１ 第 七 十 一 条 の 二 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 に 関 す る こ と 。

別 表 十 九 の 四 の 項 中 「 、 」 を 「 、 」 に 改 め る 。76 13 33 14 34

附 則

こ の 条 例 中 第 一 条 の 規 定 は 公 布 の 日 か ら 、 第 二 条 の 規 定 は 平 成 二 十 年 十 二 月 一 日 か ら 施

行 す る 。

一 般 社 団 法 人 及 び 一 般 財 団 法 人 に 関 す る 法 律 等 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条

例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 年 十 月 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 二 十 九 号

一 般 社 団 法 人 及 び 一 般 財 団 法 人 に 関 す る 法 律 等 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す

る 条 例

（ 宮 崎 県 立 自 然 公 園 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 宮 崎 県 立 自 然 公 園 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 宮 崎 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

第 三 十 三 条 第 一 項 中 「 目 的 と し て 設 立 さ れ た 民 法 （ 明 治 二 十 九 年 法 律 第 八 十 九 号 ） 第

三 十 四 条 の 法 人 」 を 「 目 的 と す る 一 般 社 団 法 人 、 一 般 財 団 法 人 」 に 改 め る 。
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（ 宮 崎 県 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 宮 崎 県 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 二 項 中 「 第 四 十 条 に お い て 準 用 す る 民 法 （ 明 治 二 十 九 年 法 律 第 八 十 九 号 ） 第

七 十 七 条 第 二 項 」 を 「 第 三 十 一 条 の 八 」 に 改 め る 。

第 五 条 中 「 第 四 十 条 に お い て 準 用 す る 民 法 第 八 十 三 条 」 を 「 第 三 十 二 条 の 三 」 に 改 め

る 。
第 七 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 二 号 中 「 第 十 四 条 に お い て 準 用 す る 民 法 第 五 十 一 条 第 一 項

並 び に 法 」 を 「 第 十 四 条 、 」 に 改 め る 。

（ 河 川 法 に 基 づ く 流 水 占 用 料 等 徴 収 条 例 及 び 宮 崎 県 砂 防 指 定 地 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 「 公 益 法 人 」 を 「 公 益 社 団 法 人 、 公 益 財 団 法 人 」 に 改 め

る 。
一 河 川 法 に 基 づ く 流 水 占 用 料 等 徴 収 条 例 （ 平 成 十 二 年 宮 崎 県 条 例 第 三 十 号 ） 第 五 条 第

一 項 第 二 号

二 宮 崎 県 砂 防 指 定 地 管 理 条 例 （ 平 成 十 五 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 号 ） 第 十 一 条 第 二 号

（ 公 益 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 公 益 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 九 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

題 名 を 次 の よ う に 改 め る 。

公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例

第 一 条 中 「 公 益 法 人 等 へ の 一 般 職 の 地 方 公 務 員 の 派 遣 等 に 関 す る 法 律 」 を 「 公 益 的 法

人 等 へ の 一 般 職 の 地 方 公 務 員 の 派 遣 等 に 関 す る 法 律 」 に 、 「 公 益 法 人 等 へ の 職 員 」 を 「

公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 」 に 改 め る 。

第 二 条 第 一 項 第 一 号 中 「 民 法 （ 明 治 二 十 九 年 法 律 第 八 十 九 号 ） 第 三 十 四 条 の 規 定 に よ

り 設 立 さ れ た 法 人 」 を 「 一 般 社 団 法 人 又 は 一 般 財 団 法 人 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 公 益

法 人 等 へ の 一 般 職 の 地 方 公 務 員 の 派 遣 等 に 関 す る 法 律 」 を 「 公 益 的 法 人 等 へ の 一 般 職 の
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地 方 公 務 員 の 派 遣 等 に 関 す る 法 律 」 に 改 め る 。

（ 宮 崎 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 宮 崎 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 宮 崎 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 七 条 中 「 公 益 法 人 」 を 「 一 般 社 団 法 人 、 一 般 財 団 法 人 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 年 十 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 河 川 法 に 基 づ く 流 水 占 用 料 等 徴 収 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 河 川 法 に 基 づ く 流 水 占 用 料 等 徴 収 条 例 第 五 条 第 一 項 第 二

号 に 規 定 す る 公 益 社 団 法 人 又 は 公 益 財 団 法 人 に は 、 一 般 社 団 法 人 及 び 一 般 財 団 法 人 に 関

す る 法 律 及 び 公 益 社 団 法 人 及 び 公 益 財 団 法 人 の 認 定 等 に 関 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 法

律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 五 十 号 ） 第 四 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 特 例

社 団 法 人 又 は 特 例 財 団 法 人 （ 以 下 「 特 例 社 団 法 人 又 は 特 例 財 団 法 人 」 と い う 。 ） を 含 む

も の と す る 。

（ 宮 崎 県 砂 防 指 定 地 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

３ 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 宮 崎 県 砂 防 指 定 地 管 理 条 例 第 十 一 条 第 二 号 に 規 定 す る 公

益 社 団 法 人 又 は 公 益 財 団 法 人 に は 、 特 例 社 団 法 人 又 は 特 例 財 団 法 人 を 含 む も の と す る 。

（ 宮 崎 県 職 員 定 数 条 例 等 の 一 部 改 正 ）

４ 次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 「 公 益 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 」 を 「 公 益 的 法

人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 」 に 改 め る 。

一 宮 崎 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 二 十 四 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 七 号 ） 第 二 条 第 二 項 第 五 号

二 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 四 号 ） 第 七 条 の 四 第

七 項

三 地 方 警 察 職 員 の 定 員 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 十 八 号 ） 第 二 条 第 二

項 第 四 号
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四 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 六

年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 七 号 ） 第 四 条 第 五 号

五 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 八 年 宮 崎 県 条 例 第 二

十 二 号 ） 附 則 第 十 九 項

六 宮 崎 県 教 育 関 係 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 七 年 宮 崎 県 条 例 第 二 十 四 号 ） 第 三 条 第 二 項

第 五 号

使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 年 十 月 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 三 十 号

使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 （ 平 成 十 二 年 宮 崎 県 条 例 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
第 三 条 第 一 項 第 百 二 十 八 号 の 次 に 次 の 四 号 を 加 え る 。

百 二 十 八 の 二 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 第 十 五 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に 基 づ く 准 看 護 師 再 教

育 研 修 の 実 施 准 看 護 師 再 教 育 研 修 手 数 料

百 二 十 八 の 三 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 第 十 五 条 の 二 第 四 項 の 規 定 に 基 づ く 准 看 護 師 再 教

育 研 修 を 修 了 し た 旨 の 登 録 の 申 請 に 対 す る 審 査 准 看 護 師 再 教 育 研 修 修 了 登 録 申 請 手

数 料

百 二 十 八 の 四 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 第 十 六 条 の 規 定 に 基 づ く 准 看 護 師 の 再 教 育 研 修 修

了 登 録 証 の 書 換 え 交 付 准 看 護 師 再 教 育 研 修 修 了 登 録 証 書 換 え 交 付 手 数 料

百 二 十 八 の 五 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 第 十 六 条 の 規 定 に 基 づ く 准 看 護 師 の 再 教 育 研 修 修

了 登 録 証 の 再 交 付 准 看 護 師 再 教 育 研 修 修 了 登 録 証 再 交 付 手 数 料

第 三 条 第 一 項 第 三 百 九 十 一 号 中 「 若 し く は 第 十 五 条 」 を 「 、 第 十 五 条 若 し く は 第 十 五 条

の 二 」 に 改 め る 。
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別 表 第 二 の 百 二 十 八 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

百 二 十 八

の 二 准

看 護 師

再 教 育

研 修 手

数 料

百 二 十 八

の 三 准

看 護 師

再 教 育

研 修 修

了 登 録

申 請 手

数 料

百 二 十 八

の 四 准

看 護 師

再 教 育

研 修 修

了 登 録

証 書 換

え 交 付

手 数 料

保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 第

十 四 条 第 二 項 第 一 号 に 規

定 す る 処 分 を 受 け た 者 に

係 る 研 修

保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 第

十 四 条 第 二 項 第 二 号 又 は

第 三 号 に 規 定 す る 処 分 を

受 け た 者 に 係 る 研 修

一 件 に つ き

一 件 に つ き

一 件 に つ き

一 件 に つ き

四 万 五 千 円

七 万 五 千 円

五 千 六 百 円

三 千 四 百 円
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別 表 第 二 の 三 百 九 十 一 の 項 中 「 及 び 移 動 広 告 」 を 「 、 移 動 広 告 及 び 乗 合 自 動 車 広 告 」 に

改 め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

宮 崎 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 年 十 月 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 三 十 一 号

宮 崎 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

宮 崎 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 十 一 条 の 表 第 一 号 エ 中 「 ウ 」 を 「 エ 」 に 改 め 、 同 号 中 エ を オ と し 、 ウ を エ と し 、 イ

の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

ウ 一 般 社 団 法 人 （ 非 営 利 型 法 人 （ 法 人 税 法 第 二 条 第 九 号 の 二

に 規 定 す る 非 営 利 型 法 人 を い う 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ）

に 該 当 す る も の を 除 く 。 ） 及 び 一 般 財 団 法 人 （ 非 営 利 型 法 人

に 該 当 す る も の を 除 く 。 ）

百 二 十 八

の 五 准

看 護 師

再 教 育

研 修 修

了 登 録

証 再 交

付 手 数

料

一 件 に つ き 四 千 百 円
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第 三 十 二 条 第 一 項 第 一 号 ハ の 表 中 「 百 分 の 三 ・ 八 」 を 「 百 分 の 一 ・ 五 」 に 、 「 百 分 の 五

・ 五 」 を 「 百 分 の 二 ・ 二 」 に 、 「 百 分 の 七 ・ 二 」 を 「 百 分 の 二 ・ 九 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号

の 表 中 「 百 分 の 五 」 を 「 百 分 の 二 ・ 七 」 に 、 「 百 分 の 六 ・ 六 」 を 「 百 分 の 三 ・ 六 」 に 改 め 、

同 項 第 三 号 の 表 中 「 百 分 の 五 」 を 「 百 分 の 二 ・ 七 」 に 、 「 百 分 の 七 ・ 三 」 を 「 百 分 の 四 」

に 、 「 百 分 の 九 ・ 六 」 を 「 百 分 の 五 ・ 三 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 百 分 の 一 ・ 三 」 を 「 百

分 の 〇 ・ 七 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 第 一 号 ハ 中 「 百 分 の 七 ・ 二 」 を 「 百 分 の 二 ・ 九 」 に 改 め 、

同 項 第 二 号 中 「 百 分 の 六 ・ 六 」 を 「 百 分 の 三 ・ 六 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 百 分 の 九 ・ 六 」

を 「 百 分 の 五 ・ 三 」 に 改 め る 。

附 則 第 二 十 八 項 中 「 百 分 の 六 ・ 六 」 を 「 百 分 の 三 ・ 六 」 に 、 「 百 分 の 七 ・ 九 」 を 「 百 分

の 四 ・ 三 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 三 十 一 条 の 改 正 規 定 は 、 平 成 二 十 年

十 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 宮 崎 県 税 条 例 （ 以 下 「 改 正 後 の 条 例 」 と い う 。 ） 第 三 十 二 条

及 び 附 則 第 二 十 八 項 の 規 定 は 、 平 成 二 十 年 十 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

（ 県 民 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

３ 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 年 法 律 第 二 十 一 号 ） に よ る 改 正 前 の 地 方

税 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 二 十 六 号 ） 第 二 十 五 条 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 一 般 社 団

法 人 及 び 一 般 財 団 法 人 に 関 す る 法 律 及 び 公 益 社 団 法 人 及 び 公 益 財 団 法 人 の 認 定 等 に 関 す

る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 五 十 号 ） 第 三 十

八 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 民 法 （ 明 治 二 十 九 年 法 律 第 八 十 九 号 ） 第 三 十 四 条 の 法 人 （ 収

益 事 業 を 行 わ な い も の に 限 る 。 ） に 対 し て 課 す る 平 成 二 十 年 度 分 ま で の 法 人 の 県 民 税 均

等 割 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 事 業 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

４ 改 正 後 の 条 例 の 規 定 中 法 人 の 事 業 税 に 関 す る 部 分 は 、 平 成 二 十 年 十 月 一 日 以 後 に 開 始
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す る 事 業 年 度 に 係 る 法 人 の 事 業 税 及 び 同 日 以 後 の 解 散 （ 合 併 に よ る 解 散 を 除 く 。 以 下 同

じ 。 ） に よ る 清 算 所 得 に 対 す る 法 人 の 事 業 税 （ 清 算 所 得 に 対 す る 法 人 の 事 業 税 を 課 さ れ

る 法 人 の 清 算 中 の 事 業 年 度 に 係 る 法 人 の 事 業 税 及 び 残 余 財 産 の 一 部 の 分 配 又 は 引 渡 し に

よ り 納 付 す べ き 法 人 の 事 業 税 を 含 む 。 ） に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 開 始 し た 事 業 年 度 に

係 る 法 人 の 事 業 税 及 び 同 日 前 の 解 散 に よ る 清 算 所 得 に 対 す る 法 人 の 事 業 税 （ 清 算 所 得 に

対 す る 法 人 の 事 業 税 を 課 さ れ る 法 人 の 清 算 中 の 事 業 年 度 に 係 る 法 人 の 事 業 税 及 び 残 余 財

産 の 一 部 の 分 配 又 は 引 渡 し に よ り 納 付 す べ き 法 人 の 事 業 税 を 含 む 。 ） に つ い て は 、 な お

従 前 の 例 に よ る 。

食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 年 十 月 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 三 十 二 号

食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

食 品 衛 生 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 宮 崎 県 条 例 第 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 第 十 一 号 を 第 十 二 号 と し 、 第 十 号 を 第 十 一 号 と し 、 第 九 号 の 次 に 次 の 一 号 を

加 え る 。

十 営 業 者 は 、 製 造 し 、 加 工 し 、 又 は 輸 入 し た 食 品 等 に つ い て 、 消 費 者 か ら 健 康 被 害 （

医 師 か ら 当 該 食 品 等 に 起 因 す る 又 は そ の 疑 い が あ る と 診 断 さ れ た も の を い う 。 ） の 申

出 が あ っ た と き 又 は 食 品 衛 生 法 に 違 反 す る こ と が 判 明 し た と き は 、 直 ち に そ の 旨 を 施

設 の 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 の 長 に 報 告 す る こ と 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

宮 崎 県 独 立 行 政 法 人 緑 資 源 機 構 事 業 特 別 徴 収 金 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に

公 布 す る 。
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平 成 二 十 年 十 月 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 三 十 三 号

宮 崎 県 独 立 行 政 法 人 緑 資 源 機 構 事 業 特 別 徴 収 金 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

宮 崎 県 独 立 行 政 法 人 緑 資 源 機 構 事 業 特 別 徴 収 金 徴 収 条 例 （ 昭 和 六 十 年 宮 崎 県 条 例 第 九 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

題 名 を 次 の よ う に 改 め る 。

宮 崎 県 独 立 行 政 法 人 森 林 総 合 研 究 所 事 業 特 別 徴 収 金 徴 収 条 例

第 一 条 中 「 独 立 行 政 法 人 緑 資 源 機 構 法 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 三 十 号 ） 附 則 第 八 条 第 二 項 」

を 「 独 立 行 政 法 人 森 林 総 合 研 究 所 法 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 百 九 十 八 号 ） 附 則 第 十 一 条 第 三 項 」

に 改 め る 。

第 二 条 中 「 独 立 行 政 法 人 緑 資 源 機 構 」 を 「 独 立 行 政 法 人 緑 資 源 機 構 法 を 廃 止 す る 法 律 （

平 成 二 十 年 法 律 第 八 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 解 散 前 の 独 立 行 政 法 人 緑 資 源 機 構 」 に

改 め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

教 育 関 係 の 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 年 十 月 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 三 十 四 号

教 育 関 係 の 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

教 育 関 係 の 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中

「

県 立 西 都 商 業 高 等 学 校 西 都 市 大 字 調 殿 八 八 〇 番 地
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県 立 日 南 工 業 高 等 学 校 日 南 市 大 字 板 敷 四 一 〇 番 地

県 立 門 川 高 等 学 校 東 臼 杵 郡 門 川 町 大 字 門 川 尾 末 二 、 六 八 〇 番 地

県 立 飯 野 高 等 学 校 え び の 市 大 字 原 田 三 、 〇 六 八 番 地

県 立 日 南 農 林 高 等 学 校 南 那 珂 郡 南 郷 町 大 字 中 村 字 山 ノ 神 甲 三 、 五 二 八 番

二

県 立 延 岡 青 朋 高 等 学 校 延 岡 市 平 原 町 二 丁 目 二 、 六 一 八 番 の 二

県 立 日 南 振 徳 商 業 高 等 学 校 日 南 市 大 字 殿 所 二 、 〇 六 四 番 地

県 立 宮 崎 西 高 等 学 校 宮 崎 市 大 塚 町 三 、 九 七 五 番 地 の 二

」

を
「

県 立 西 都 商 業 高 等 学 校 西 都 市 大 字 調 殿 八 八 〇 番 地

県 立 門 川 高 等 学 校 東 臼 杵 郡 門 川 町 大 字 門 川 尾 末 二 、 六 八 〇 番 地

県 立 飯 野 高 等 学 校 え び の 市 大 字 原 田 三 、 〇 六 八 番 地

県 立 延 岡 青 朋 高 等 学 校 延 岡 市 平 原 町 二 丁 目 二 、 六 一 八 番 の 二

県 立 宮 崎 西 高 等 学 校 宮 崎 市 大 塚 町 三 、 九 七 五 番 地 の 二

」

に 、
「

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 小 林 市 大 字 水 流 迫 六 六 四 番 地 の 二

」

を
「

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 小 林 市 大 字 水 流 迫 六 六 四 番 地 の 二

県 立 日 南 振 徳 高 等 学 校 日 南 市 大 字 板 敷 四 一 〇 番 地

」

に 改 め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 三 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 改 正 規 定 中

「

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 小 林 市 大 字 水 流 迫 六 六 四 番 地 の 二

」

を
「

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 小 林 市 大 字 水 流 迫 六 六 四 番 地 の 二

県 立 日 南 振 徳 高 等 学 校 日 南 市 大 字 板 敷 四 一 〇 番 地 」
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に 改 め る 部 分 は 、 平 成 二 十 一 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

警 察 関 係 使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 年 十 月 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 条 例 第 三 十 五 号

警 察 関 係 使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

警 察 関 係 使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 （ 平 成 十 二 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 の 五 十 八 の 項 中 「 千 六 百 五 十 円 」 を 「 二 千 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 九 の 項 中

「 三 千 二 百 円 」 を 「 三 千 六 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 五 の 項 中 「 二 千 百 円 」 を 「 二 千

五 百 五 十 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 一 年 一 月 四 日 か ら 施 行 す る 。
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